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（様式 2） 

「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を桐生市のまちづくりに生かす条例（案）」 

に対する意見提出手続の結果 

 

1 意見の募集期間  平成３１年１月１１日（金）～２月１２日（火） 

2 意見の提出者数  8 人（郵送 1人、ファクシミリ 3人、電子メール 4人） 

3 意 見 の 件 数  22 件 

4 担 当 部 課  桐生市議会事務局 議事課 

5 提出された意見の要旨と考慮の結果 

(1)条例案全般についての意見 

番号 意見の要旨 考慮の結果（意見に対する市議会の考え方） 

1 ＳＤＧｓを推進するにあたり、ステ

ークホルダー全体での「ＳＤＧｓプロ

ジェクトチーム」を発足させてみては

いかがか？ 

いただいたご意見の内容につきましては、

今後、桐生市議会総務委員会における調査活

動の参考とさせていただきます。 

また、市当局に対しても意見の要旨をお伝

えいたします。 

2 桐生市では、17 の目標と 169 のタ

ーゲットの中で、重点的な取り組みは

何か？具体的にされたほうが良い。 

市の実情を把握し、今後、色々な取り組み

を推進していく中で協議していきたいと思

います。 

3 「地域ＥＳＤ拠点」など、ＳＤＧｓを

広めるための拠点づくりや先進的な

取り組みをしている行政などのステ

ークホルダーとの積極的な交流が必

要である。 

いただいたご意見の内容につきましては、

今後、桐生市議会総務委員会における調査活

動の参考とさせていただきます。 

また、市当局に対しても意見の要旨をお伝

えいたします。 

4 第 7 条～第 10条までの「努める…」

との表現では力強さを感じない。市が

リーダーシップを執っていく覚悟と

力強さを感じる表現を望む。 

広範で多様なステークホルダーが存在す

ると思われますので、このままとさせていた

だきます 

5 ＳＤＧｓをチャンスとして捉え、桐

生市民にとって有益となるよう切に

願う。 

いただいたご意見の内容につきましては、

今後、桐生市議会総務委員会における調査活

動の参考とさせていただきます。 

また、市当局に対しても意見の要旨をお伝

えいたします。 

6 資料が多いことに驚いた。内容は多

岐にわたり私共の生活感覚とかけ離

れた啓示の領域を思わせる崇高な理

念。知識人の思考は別の世界を生きる

観念の人たちであると再認識した。 

今後も色々な取り組みを推進していく中

でご意見等をいただきたいと考えておりま

す。 
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条例案に目を通してほっとした気持

ちになった。これならば市民であれば

意見を述べることは可能である。 

7 第 1 条～第 10条まで、すべてすっ

きりとわかり易く整理されており論

をはさむ余地はない。ただ、ことの核

心にあたる目的を達成するための手

段、プロセスの具体策が提示されてい

ないことに物足りなさを感じた。 

 

市の実情を把握し、今後、色々な取り組み

を推進していく中で協議していきたいと思

います。 

8  諸問題を解決するためには以下の

ことを留意する必要があるものと考

える。 

・自治体の機能、予算面、地域の経営

資源、知的ノウハウ、民意の結集力

等に制約があること。 

・当市の発展とその後の変貌の過程を

紐解き、その要因を検証し明確にす

る。失政の轍を踏むことなく前進さ

せる覚悟が必要。 

・当市の運営方針と行動計画書を作成

し、夢のあるまちづくりの将来像を

市民に示すこと。 

・市の責務は極めて重大で行動計画を

実践成功させるため市民の協力は

欠かせない。全地域で対話集会等を

開催し、徹底した討論により賛同を

得ること。 

（市の責務）第 3条に、諸課題を統合

的かつ横断的にマネジメントする

リーダーの追加を要望する。 

・持続可能なまちづくりの必要条件は

「稼げる仕組み」を作ることが原則

であることも忘れてはならない。 

・市民としてこの運動（活動）が絵に

描いた餅にならないよう参加意識

をもって見守っていきたいと思う。 

 

いただいたご意見の内容につきましては、

今後、桐生市議会総務委員会における調査活

動の参考とさせていただきます。 

また、市当局に対しても意見の要旨をお伝

えいたします。 
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9 第 1 条、第 4条の「ＮＰＯ法人等」

の標記について、桐生市のＮＰＯ法人

の数は 48 団体と少ない。各種団体等

では 1500 を超える。広範囲なステー

クホルダーとのパートナーシップの

深化、とりわけ官民連携が必要不可欠

であることから、市民一体となる取り

組みでは広範囲に意識づけできる「Ｎ

ＰＯ等」の標記のほうが良いのでは。 

 

 ご指摘のとおりの標記がよいと思われる

ため、「ＮＰＯ法人等」を「ＮＰＯ等」に改

めさせていただきます。 

10 ＳＤＧｓの取り組みをまちづくり

に取り入れる先進的な条例づくりは

素晴らしいと思います。市民が一体と

なって取り組んでいける、また、活動

がよりスムーズにできる条例となる

ことを願います。桐生市の先進的な取

り組みを、桐生市の現状から「桐生市

らしく」表現していただけると幸いで

す。 

 

 ご期待にそえるよう努力いたします。 

11 損保ジャパン日本興亜㈱の「社会的

課題・ＳＤＧｓに関する意識調査」に

よれば、ＳＤＧｓに対する一般消費者

の認知度は非常に低く、約 25%程度に

とどまっている。このような現状で、

貴議会が条例(案)を作成し、市民にパ

ブリックコメントの提出を要請され

ても、ごく限定的な意見しか出てこな

いと思われる。条例(案)を作成する前

に、市民向けの講演会、セミナー、勉

強会などを開催する努力を行って認

知度を高めてから条例(案)の作成を

行う手筈をとるべきであると考える。 

 

市の実情を把握し、今後、様々な取り組み

を推進していく中で、桐生市議会総務委員会

における調査活動において、市民向けの講演

会や勉強会等ができるよう研究をし、市民の

皆さまに対しても広く認知されるよう周

知・啓蒙を図ってまいりたいと考えておりま

す。 
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12 企業や団体や個人でＳＤＧｓの理

念に従ってすでに活動を展開してい

るケースが多数見られる。貴議会は条

例(案)を作成する前にそのような活

動主体と十分なコンタクトをとる努

力をされたのであろうか。経済、社会

及び環境の分野またはそれらの複合

分野で具体的な行動や活動を行って

いるところにこそ重要な知恵が存在

すると考える。 

 桐生市議会総務委員会では、条例案作成前

の所管事務調査において、企業や市民の皆さ

まに対しても広く認知されるよう、事前に桐

生商工会議所や新里町商工会、黒保根商工会

とコンタクトをとらせていただきました。し

かしながら、さらに広範で多様なステークホ

ルダーが存在すると考えられるため、今後に

おいても継続的に情報収集等を行い、推進を

図るための努力をしていきたいと考えてお

ります。 

13 第 6 条(議会及び議員の役割)第 3

項「議会の議員は、ＳＤＧｓへの理解

を深めるとともに、自らも取組の研究

に努めるものとする。」とあるが自分

たちを実践者と位置付ける覚悟が足

りない印象を受ける。立法府の議員と

いう立場からはそうなるのかも知れ

ないが、今こそ求められている重要な

人材は実践者、活動者であると考え

る。 

ご指摘の部分の第 3項「議会の議員は、ＳＤ

Ｇｓへの理解を深めるとともに、自らも取組

の研究に努めるものとする。」の条文中にあ

る  部分を削除し、「議会の議員は、ＳＤ

Ｇｓへの理解を深めるとともに、自らも取組

に努めるものとする。」と改めました。 

14 全体的に桐生市だけに重点が置か

れているが、近隣市町村や県や国や世

界との関連に立って広い視野でＳＤ

Ｇｓに取り組む姿勢が足りない印象

を受ける。「ＳＤＧｓを桐生市のまち

づくりに生かす条例(案)」とは言え、

全人類、全世界にまたがる視点をも無

視してはならないと考える。 

第１条にて、この条例は、国際社会の共通

目標であるＳＤＧsの理念を踏まえ、市民、

関係自治体、民間企業、ＮＰＯ法人等の広範

で多様な主体及び関係者(以下これらの主体

及び関係者を「ステークホルダー」という。)

並びに市が、相互に連携し、パートナーシッ

プを構築し、本市及び地域社会を取り巻く諸

課題を統合的かつ横断的に解決することに

より、持続可能なまちづくりを目指すことを

目的とする。と記述させていただきました。 

 

15 ＳＤＧｓにおいては、科学技術やイ

ノベーションに期待するところ大で

あるが、重要なのは人としての生き

方、生活のあり方、価値観の変革にあ

ると考える。技術者のはしくれとして

数十年を過ごしてきた一員の目には

科学技術の発展の速さと成果の素晴

いただいたご意見の内容につきましては、

今後、桐生市議会総務委員会における調査活

動の参考とさせていただきます。 

また、市当局に対しても意見の要旨をお伝

えいたします。 
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らしさには驚くがＳＤＧｓの達成の

ためにはそれだけでは不十分であり、

人間の精神面での変革が必要である

と考えるが、議員諸氏のお考えは如何

であろうか。 

16 （事業者及び関係団体の役割）第 4

条第 2項について、ＳＤＧｓ17 の目

標の 17 番目にある「パートナーシッ

プで目標を達成しよう」にあるよう

に、様々な分野・異業種でのパートナ

ーシップが必要不可欠ではないかと

考えます。既存のつながりで今まで通

り進めるのでなく、新たなつながりを

増やすことができる対話型の意見交

換会の開催を望みます。時間は昼夜と

もにあると幅広い世代の参加が得ら

れるかと思います。高齢者でも参加で

きるよう各公民館での開催も望みま

す。広報きりゅうや市のホームページ

で広く告知してください。 

また、まちづくりは中心市街地だけ

ではないので小さなコミュニティ（自

治会）ごとに課題を見つめ、それをど

う解決していくのか様々な立場の人

同士で話ができる場を市や中間支援

組織が窓口となり作ってください。 

いただいたご意見の内容につきましては、

今後、桐生市議会総務委員会における調査活

動の参考とさせていただきます。 

また、市当局に対しても意見の要旨をお伝

えいたします。 

17 （市民の役割）第 5条について、教

育現場（幼稚園・保育園・小学校・中

学校）においてもＳＤＧＳへ向けた取

り組みが重要だと考えます。将来を見

据え、今後、桐生を担っていく子ども

たちへの教育環境の整備はまちづく

りに必須です。子どもたちの年齢に合

わせた効果的な教育を持続させる仕

組みづくりを市民を絡めた形で実施

できるよう努めてください。 

市の実情を把握し、今後、様々な取り組み

を推進していく中で、桐生市議会総務委員会

における調査活動において、教育の分野にお

ける取り組み等も研究し、広く周知・啓蒙を

図ってまいりたいと考えております。 

また、市当局に対しても意見の要旨をお伝

えいたします。 
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18 （議会及び議員の役割）第 6条につ

いて、議員の皆さんにはＳＤＧｓへ向

けた取り組みを行う関係各所・各団体

の現場にも積極的に足を運び、一緒に

体験をしたり、市民の様子や声を聞い

たりして政策提言に反映していただ

きたい。 

桐生市議会総務委員会における調査活動

においても、ＳＤＧｓの推進に積極的に取り

組むとともに、当局に対しての提案を含め、

市民の皆さまに対しても広く認知されるよ

う周知・啓蒙を図ってまいりたいと考えてお

ります。 

19 「桐生市全体がコンパクトシティ

の実現」アンテナラウンジを当たり前

に根付かせる。 

桐生市は群馬県の中で高齢化率 1

位であり、若者の流出・過疎化が加速

している。行政や各種団体が行ってい

る事業や施策に効果や変化が感じら

れない。教育・不登校・高齢者介護・

障害者福祉・医療・癒し・子育て等の

各種相談・カルチャー、どんな人もそ

こに来れば安心できる「この街に居た

い」と思えるコミュニティの提案をし

ます。 

いただいたご意見の内容につきましては、

今後、桐生市議会総務委員会における調査活

動の参考とさせていただきます。 

また、市当局に対しても意見の要旨をお伝え

いたします。 

20 今回、この意見募集を機に【ＳＤＧ

ｓ】と言う言葉を初めて知り色々と私

なりに調べました。しかし、市のＷＥ

Ｂサイトに添付してある資料を読ん

でも専門用語も多く世界的な規模の

大きい事が多く書いてあり身近に感

じず難しい問題と捉えてしまいまし

た。 

まず、条例案意見公募よりも先に市

民にＳＤＧｓについて広く認知させ

ることが重要かと思います。市が先走

りすぎて半端な条例を作られても市

民も困ります。ましてや通常の条例と

違いＳＤＧｓの概念は市民やステー

クホルダーあっての条例だと思いま

す。 

いただいたご意見の内容につきましては、

今後、桐生市議会総務委員会における調査活

動の参考とさせていただきます。 

先のご意見にも述べましたが、今後、市の

実情を把握し、様々な取り組みを推進してい

く中で、桐生市議会総務委員会における調査

活動において、市民向けの講演会や勉強会等

ができるよう研究をし、市民の皆さまに対し

ても広く認知されるよう周知・啓蒙を図って

まいりたいと考えております。 

また、市当局に対しても意見の要旨をお伝

えいたします。 
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この機会にＳＤＧｓの概念の元、現

在桐生市が取り組んでいる【桐生市新

生総合計画】や【桐生市コンパクトシ

ティ計画】などを市が構想するような

『大きな計画』ではなくステークホル

ダーを交えて市民目線レベルの今で

きる『小さな実績』重視で取り組んで

はいかがでしょうか？ 

壮大な計画や構想よりも市民が実

感できる実績結果が、これからの持続

可能な開発目標に繋がるのではない

かと思います。 

今年は選挙もあり桐生市は大きく

変われるチャンスの年とも思います。 

古くから栄えた【桐生ブランド】を生

かすも殺すも行政や市民の一体感が

大事と思います。 

残念ながら今の桐生市は衰退度が

酷いです。このチャンス絶対に無駄に

してはいけない。 

是非、お金に目のくらまない良いス

テークホルダーと進めて欲しいと願

います。 

この条例が桐生市にとって、桐生市

民にとって良い方向に向かうことを

期待し私自身も努めたいと思います。 

21 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を

桐生市のまちづくりに生かす条例策

定にあたり、少子高齢化を始めとした

社会課題や人口減少などによる将来

不安を少しでも解消するためにも、こ

の条例を策定することに大いに賛成

いたします。 

2017 年秋に経団連が「企業行動憲

章」を改定するなど、動きがあるなか

で昨年の秋以降に各種経済団体など

が続々と本格的に取り組みをスター

トさせてきましたが、日本国内の「Ｓ

いただいたご意見の内容につきましては、

今後、桐生市議会総務委員会における調査活

動の参考とさせていただきます。 

また、市当局に対しても意見の要旨をお伝え

いたします。 
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ＤＧｓ認知度は14.8% (2018.4電通調

べ) と低水準となっており、市民はも

ちろんのこと、推進する人々も「ＳＤ

Ｇｓ」の理解度が低いことが、容易に

予想できる。 

最近、我 「々ＳＤＧｓ」を推進して

いる業界団体内では「ＳＤＧｓウオッ

シュ（実態が伴っていないのに、上辺

だけＳＤＧｓへ対応しているように

見せかけていることを指す）」が発生

してしまうことに大きな懸念を表明

しています。 

また、そうならないために次の取組

を実施して頂けるようにご提案致し

ます。 

・「ＳＤＧｓ」を理解できるように、

説明会・勉強会の実施。 

市民や市内の企業各種団体向けに

「ＳＤＧｓ」の説明会などの実施はも

ちろんのこと、「ＳＤＧｓ」を推進す

る市職員に対しても定期的・継続的な

勉強会を実施する。 

＜いわゆる：ターゲット 4質の高い教

育をみんなに＞ 

※具体例として 

・ＳＤＧｓに向けて質の高いアプロー

チ法 教育手法の導入（ＥＳＤ） 

・ＳＤＧｓ達成に向け、ＥＳＤ法を活

用した人材育成の継続的な開催 

・桐生市を構成する様々なステークホ

ルダーによる対話の場作り 

・ＳＤＧｓ専門家を拍聘し、まちづく

りに活かすための伴走支援 

また、僭越ながら私たちとして、お手

伝い致しますし、その準備もしていま

す。 
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22 「ＳＤＧｓ」はこれからの街づくり

には必要不可欠な考え方。 

よく間違えられて捉えられてしまう

こととして「ＳＤＧｓ」が目的化して

しまうこと。あくまでも「ＳＤＧｓ」

は目標であって、その目標に向かって

いく質の高い教育手法（ＥＳＤ）で行

うことが国連「持続可能な開発のため

の 2030 アジェンダ（ＳＤＧｓ）」でも

述べられています。また、「ターゲッ

ト 4 :質の高い教育をみんなに」は 

ＳＤＧｓ推進の中核となり、全ての分

野の課題解決に向けて必要な項目(タ

ーゲット)であります。 

貧困、健康、福祉、男女平等、防災、

エネルギー、経済、産業、技術革新、

街づくり、人材育成、豊かな自然環境

保全・保護など、ほぼすべての項目が

桐生市の現状課題に直結しています。   

さらには将来起こりうる課題解決

に向けて「ＳＤＧｓ」は桐生市におい

ては必要不可欠な取り組みであると

同時に、ＳＤＧｓを活用したまちづく

り条例運用にあたってはこれまでの

実績やＳＤＧｓに精通し、誤解なく運

用できる団体が携わり推進されるよ

う切に願います。 

これまで「ＳＤＧｓ／ＥＳＤ」を推

進してきた者として、また、桐生市民

として重ねてお願い申し上げます。 

いただいたご意見の内容につきましては、

今後、桐生市議会総務委員会における調査活

動の参考とさせていただきます。 

また、市当局に対しても意見の要旨をお伝え

いたします。 

 


